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MCCの運営主体︓社会基盤情報流通推進協議会（AIGID）について

社会基盤情報流通推進協議会（AIGID）のHP： https://aigid.jp/

幹事会員・一般会員（法人）
※2024年1月10日現在



G空間情報センター My City Construction Digital City Service
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MCCの運営主体︓社会基盤情報流通推進協議会（AIGID）について

社会基盤情報流通推進協議会（AIGID）のHP： https://aigid.jp/

＜社会インフラデータに関する現状＞
•社会インフラに係るデータ（例：道路、河川、港湾、、等）は、提供者、提供条件、更新頻度、権利等が多
様であり、データ入手に手間やコストがかかる現状にある。

＜AIGIDの設立目的＞
•産官学の関係機関が連携して、社会インフラに係る情報の収集・配信・利活用等の流通環境の
整備を目的とする。

AIGIDの運営するプロジェクト（一部）

様々な主体が整備している地理
空間情報の有効活用・流通促進
を図るための、データ流通支援
プラットフォーム

自治体が実施する工事等の納品
作業・保管管理をオンラインで
実施し、オープンデータとして
公開できるようにするシステム

3D都市モデルなどのデータを保
管し、データの可視化に必要な
環境をG空間情報センターが提
供するサービス



オンライン型電子納品システム
（My City Construction）の概要

受注者が検査前に電子納品成果をアップロードでき、点群データ等の重いデータにつ
いても円滑にプレビュー表示や検索ができ、また公開データについては誰もが検索で
きる、全体として使いやすく透明性の高いバランスの取れたシステム
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受注者

①ユーザ登録
（初回のみ）

②ログイン

③業務・工事情報登録
•業務・工事名称
•工期
•概要
•位置情報
•発注者情報
•確認者情報
•受注者情報 等

発注者

④成果品登録（アップロード）

メールで発注者に通知
（連絡先は業務・工事データ登録時の確認者情報）

⑤承認申請

⑥ログイン

⑦内容確認

⑧承認or差戻し

工事情報は一般公開

承認の場合正
式登録※成果品自体が自動的に公開はされる訳ではない

※成果品の公開は発注者が取捨選択の上で公開できる仕組み

システムの基本的な仕組み
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機能名中分類機能名大分類

新着情報、お知らせ情報登録機能1お知らせ通知1

新着情報、お知らせ情報表示機能2

発注者ユーザ登録機能1ユーザー登録・
管理機能

2

受注者ユーザ登録機能2

G空間情報センターのユーザ情報との連
携

3

ユーザ認証（ログイン）機能4

法人番号を活用した情報管理機能5

基本情報登録機能（個別入力）
・場所情報(点、線、面)の地図入力
・住所情報、工種・工法型式等の任意

の数の入力
・電子納品(業務)に対応

1成果品登録機能3

基本情報登録機能（XML入力）2

基本情報登録機能（一括入力）3

代表写真登録機能（個別入力）4

代表写真登録機能（自動入力）5

成果品登録機能（個別入力）6-1

成果品登録の大容量データアップロード
機能

6-2

成果品登録中断時の再アップロード対応
機能

6-3

一般公開対象設定機能7

登録成果承認機能8

納品書発行機能9

機能名中分類機能名大分類

キーワード等による検索機能1成果品検索機
能

4

地図上の位置による検索機能2

検索結果表示機能（リスト表示）3

APIによる検索機能4

成果品ダウンロード機能1成果品閲覧機
能
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成果品閲覧機能（点群データ）2

成果品閲覧機能（写真データ）3

成果品閲覧機能（テキストデータ）4

ユーザ管理機能1管理者機能6

代表写真登録機能（一括入力）2

成果品登録機能（一括入力）3

成果品一括出力機能4

利用状況集計機能5

管理者権限の設置6

バックアップ機能7

成果品引き継ぎ機能（関係者招待機能）１データ連携機
能

7

一般公開データの検索（G空間情報セン
タ）

1G空間情報セン
タ連携

8

一般公開データのダウンロード（G空間
情報センタ）

2

過去データ（島根県）のリンク、代表写
真の登録

1その他（機能
開発以外の主
要作業）
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○システムの機能一覧

7

オンライン型電子納品システム
（My City Construction）の概要



○利用イメージ
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オンライン型電子納品システム
（My City Construction）の概要

工事・業務の基本情報登録 成果品の登録

工事の基本情報を登録。
電子納品要領に準拠して
いる場合、INDEX.xmlか
ら自動入力が可能

＜データ登録時の必須項目 一部抜粋＞
・工事種別 ・業務/工事名称 ・工期開始日/終了
日 ・住所情報 ・場所情報（緯度経度情報） 等

対象フォルダ内のデー
タ一式をまとめて登録
することが可能。

大容量データにも
対応（数GBのデー
タでも登録可能）。

登録が一通り完了
したら、発注者に
承認申請

発注者にて内容を確
認し、問題なければ
承認（登録完了）

受注者

発注者



○利用料金について

オンライン型電子納品システム
（My City Construction）の概要

9

試行期間は無償



ログイン 基本情報入
力

成果品アッ
プロード 承認申請 発注者承認 登録完了

内容確認の上、発注者へ承
認依頼を送信

発注者が承認後、登録完了

成果品ファイルをドラッグ
＆ドロップでアップロード

工事件名、位置情報、工
期等の基本情報を入力

＜利用開始〜登録完了までの流れ＞

オンライン型電子納品システム
（My City Construction）の概要
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MCCの便利機能①︓ INDEXファイルを使った基本情報一括入力機能

国の電子納品要領に準拠したINDEXファイルがある場合、基本情報の多くを自動入力することが
できます。

工事 ⇒ 「INCDEX_C.xml」ファイル
業務 ⇒ 「INDEX_D.xml」ファイル

をアップロード 必須項目の多くが自動入力される
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MCCの便利機能②︓公開/非公開設定
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アップロードしたファイルは、フォルダ・ファイル単位で「公開」「非公開」が設定できます。
※公開 ：全インターネットユーザから閲覧可能
※非公開：受発注者のみが閲覧可能

フォルダ・ファイルごとに「公開」
「非公開」ボタンを押下して選択

〈参考〉非公開データの見え方

「公開されている成果品はありません」
と表示される

成果品が表示される

●非ログイン状態の場合 ●受発注者アカウントでログインしている場合



MCCの便利機能③︓差戻機能
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一度申請を行った案件でも、発注者による承認が行われる前であれば、受注者の手で成果品の差
し替えが可能です。

差し戻しの理由を
記載

差し戻しボタンを押下

「未登録」ステータスに戻り、再
度成果品の編集が可能となる。

⇒差し替え等が可能



MCCの便利機能④︓ PDFや写真もMCC上で閲覧可能

登録された成果品のうち、PDFファイルや写真データについては、ダウンロードせずにMCC上で
閲覧が可能です。また、国交省のXMLファイル形式に準拠していれば、フォルダ名・ファイル名
も表示されます。

PDFファイルのプレビュー表示 写真データのプレビュー表示

フォルダ名・ファイル名等の表示
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MCCの便利機能⑤︓点群データも閲覧可能
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点群データは、MCC上で確認することが可能。

点群データの
プレビュー表示
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MCCの特徴
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従来作業の試算条件定量的な効果のイメージ内容
• CDの受け渡し〜個別PCでのデータ確認：1

時間の作業を3つの部署（3人）で実施した
場合

• 技術者単価5,125円/時間、1,563件実施した
場合の費用

• 同じデータを複数の部署（3つの部署）で閲覧する場合、CDの受
け渡しからデータの確認まで約3時間かかっていたものが、1時間
で、かつ同時確認が可能になる。

【年間効果：約3,126時間、16,020,750円の効果】
情報共有の迅速化①

• 登録にかかる時間を10分と仮定し、職員が
所属課の1年間の成果品（約1,563件）を登
録するために必要な人工

• 技術者単価5,125円/時間、1,563件実施した
場合の費用

• 従来、受注者から納品されたCDを職員が保管管理システムに登録
するのに年間合計1カ月かかっていたものが、ゼロに（受注者の
オンライン電子納品により登録）

• 更に保管管理システムへの登録漏れがゼロに
【年間効果：約260.5時間、1,335,063円の効果】

保管管理作業の軽減
や登録漏れの防止②

• 後述
• 新規に自前でオンライン電子納品機能をもった保管管理システム

を構築し、25年間運用・保守した場合に比べて、MCCを導入する
場合は約1億5700万円の効果あり。

【新規構築〜25年間運用・保守した場合の効果：約1億5,700円】

電子納品保管管理シ
ステムの運用・保守
費用削減

③

• 技術者単価5,125円/時間、検索時間10分、対
象件数は156件（年間1,563件の10分の1）

• 事務所のCD保管部屋や各事務所等で個別管理しているサーバから
過年度成果品や関連業務の成果品の検索に1件あたり10分かかっ
ていたものが1分で検索可能になる。 【年間効果：23.4時間、
119,925円】

成果品検索の高度化④

• 技術者単価5,125円/時間、契約情報の収集・
分析時間40時間（8時間×5日）年に2回実施
した場合の費用

• 施工時期の平準化や発注・受注件数の集計に約1週間要していた
ものが、瞬時に（集計時間ゼロで）確認可能になる。

【年間効果：80時間、410,000円】
発注関連情報の見え
る化⑤

• 技術者単価5,125円/時間、1件あたり1時間+

郵送費2,000円、対象件数は156件（年間
1,563件の10分の1）と仮定

• 貸与資料の郵送や返却に係る作業に1時間かっていたものが、約5

分で対応可能
【年間効果：143時間、1,044,875円】

資料貸与作業の手間
軽減⑥

• ②と同様

• 市⺠や受注者に対して、業務・⼯事の完了からタイムラグなく
データを公開できる。今まで非公開の形で、かつ合計1か月程度
の登録時間を要していたことに比べると即時オープン化に寄与。
更に国土交通データプラットフォームとの連携も可能（現在、連
携に向けて検討中）。

【年間効果：約260.5時間、1,335,063円の効果】

即時オープン化⑦

MCCの活用効果【発注者編】
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発注者編のMCCの活用効果



MCCの活用効果【受注者編】
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受注者編のMCCの活用効果
従来作業の試算条件定量的な効果のイメージ内容

• P24参照
• 1回の作業11,900円（差替えの都度加
算）、MCCは11,000円

• 従来は成果品のCD作成〜発注者の事務所への提出の作業コストにつ
いて、差替えの都度、約11,000円追加で発生していたものが、1回の
登録料（11,000円）のみで済み、かつ提出の移動が不要となる。

【年間40件納品（差替えが1回発生）した場合の効果：512,000円】
電子媒体作成の削減、
提出の手間軽減

①

• CDの受け渡し〜個別PCでのデータ確
認：1時間の作業を3つの部署（3人）
で実施した場合

• 技術者単価5,125円/時間、年間40件
（MCC登録）実施した場合の費用

• 同じデータを複数の部署（3つの部署）で閲覧する場合、CDの受け
渡しからデータの確認まで約3時間かかっていたものが、1時間で、
かつ同時確認が可能になる。

【年間効果：約80時間、410,000円の効果】
情報共有の迅速化②

• 技術者単価5,125円/時間、検索時間10

分、対象件数は40件

• 会社の業務サーバや保管管理システムから過年度の成果品の検索に1

件あたり10分かかっていたものが1分で検索可能になる。
• また、点群データ等の成果品の一部が公開されている場合は、貸与

依頼をせずに瞬時に収集・確認できる。
【年間効果：6時間、30,750円】

成果品検索の高度化③

• 技術者単価5,125円/時間、契約情報の
収集・分析時間40時間（8時間×5日）
年に2回実施した場合の費用

• 施工時期の平準化や発注・受注件数の集計に約1週間要していたもの
が、瞬時に（集計時間ゼロで）確認可能になる。

【年間効果：80時間、410,000円】
発注関連情報の見え
る化

④

• 技術者単価5,125円/時間、1件あたり1

時間+郵送費2,000円、対象件数は40件
と仮定

• 発注者への貸与希望〜貸与資料が届くまで数日〜約1週間かかってい
たものが、即日貸与可能になる（発注者がMCC上で関係者を該当案
件へ招待するのみ）。

• 貸与資料の郵送や返却に係る作業に1時間かっていたものが、約5分
で対応可能

【年間効果：37時間、267,917円】

資料貸与の効率化⑤



電子媒体作成の削減、提出の手間軽減
電子媒体の作成・差替え、提出に係る移動時間を削減できる。

受注者のMCC利用効果 〜成果品の作成・確認〜

効果①効果①
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従来作業の試算条件定量的な効果のイメージ
• P24参照
• 1回の作業11,900円（差替えの都度加算）、

MCCは11,000円

• 従来は成果品のCD作成〜発注者の事務所への提出の作業コストにつ
いて、差替えの都度、約11,000円追加で発生していたものが、1回
の登録料（11,000円）のみで済み、かつ提出の移動が不要となる。

【年間40件納品（差替えが1回発生）した場合の効果：512,000円】



情報共有の迅速化
オンライン納品と同時に発注者に確認を求めることができる。
受注者、発注者の担当者が、MCCに登録した同一の成果品を閲覧できる。

受注者のMCC利用効果 〜成果品の作成・確認〜

効果②効果②
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従来作業の試算条件定量的な効果のイメージ
• CDの受け渡し〜個別PCでのデータ確認：1時間
の作業を3つの部署（3人）で実施した場合

• 技術者単価5,125円/時間、年間40件（MCC登
録）実施した場合の費用

• 同じデータを複数の部署（3つの部署）で閲覧する場合、CDの受け
渡しからデータの確認まで約3時間かかっていたものが、1時間で、
かつ同時確認が可能になる。

【年間効果：約80時間、410,000円の効果】



成果品検索の高度化
自社・他社の成果品検索の効率化
⇒MCCに登録された基本情報を元に、自社・他社の成果品を効率的に検索できる。

受注者のMCC利用効果 〜成果品の保管管理〜

効果③効果③
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従来作業の試算条件定量的な効果のイメージ

• 技術者単価5,125円/時間、検索時間10分、対象件
数は40件

• 会社の業務サーバや保管管理システムから過年度の成果品の検索に
1件あたり10分かかっていたものが1分で検索可能になる。

• また、点群データ等の成果品の一部が公開されている場合は、貸与
依頼をせずに瞬時に収集・確認できる。

【年間効果：6時間、30,750円】



発注関連情報の見える化
発注関連情報の見える化
⇒発注関連情報の集約・可視化により、自社の受注件数の可視化や工期の平準化等に寄与

受注者のMCC利用効果 〜成果品の活用〜

効果④効果④
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従来作業の試算条件定量的な効果のイメージ
• 技術者単価5,125円/時間、契約情報の収集・分析
時間40時間（8時間×5日）年に2回実施した場合
の費用

• 施工時期の平準化や発注・受注件数の集計に約1週間要していたも
のが、瞬時に（集計時間ゼロで）確認可能になる。

【年間効果：80時間、410,000円】



資料貸与の効率化
貸与資料の入手の効率化
⇒MCCを介しての貸与が可能であるため、電子媒体による郵送等をせずに入手できる

貸与資料紛失の防止
⇒電子媒体によるやりとりが不要となるため、貸与資料の紛失の恐れがなくなる。

貸与資料の返却の効率化
⇒電子媒体の郵送等、返却作業が不要となる。

受注者のMCC利用効果 〜成果品の活用〜

効果⑤効果⑤
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従来作業の試算条件定量的な効果のイメージ

• 技術者単価5,125円/時間、1件あたり1時間+郵送
費2,000円、対象件数は40件と仮定

• 発注者への貸与希望〜貸与資料が届くまで数日〜約1週間かかって
いたものが、即日貸与可能になる（発注者がMCC上で関係者を該当
案件へ招待するのみ）。

• 貸与資料の郵送や返却に係る作業に1時間かっていたものが、約5分
で対応可能

【年間効果：37時間、267,917円】
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自治体の取組み紹介

26

本運用中の自治体における今年度の実施予定

産学官の委員で構成されたMCC研究会を3か月に1回の頻度で開催。
2024年７月現在で、２９都道府県、９政令市、１９市町村が参加。



MCCサイト上での公表

27

自治体が定める有償案件や、オンライン電子納品に関する基準・要領類は、MCCサ
イト上にても公表中。

https://mycityconstruction.jp/price

https://mycityconstruction.jp/municipality_status



MCCの利用状況

28

＜MCCの利用状況（令和6年6月11日時点データをもとに集計） ＞
最新の利用状況は、MCCのトップページで確認できます。
https://mycityconstruction.jp/

（受注者）

自治体ごとの実施件数
【参考】

前回：3/5時点
件数

6/11時点自治体No.

30813516静岡県1

93157山口県2

8196茨城県3

2222東京都4

1111和歌山県6

1014浜松市7

713⻑野県8

44群馬県9

33島根県10

22さいたま市11

11千葉市12

11滋賀県13

11高知県14

1福岡市15

11静岡市16

1山形県17

1福井県18

1岩国市19

1鳥取県20

33193846合計

*1  試行で事務局が代行登録したものは含めない
*2  試行を含め、実際に1件以上登録があった団体をカウント

地元のコンサル・
建設会社においても盛んに利用

本格運用中

大規模試行
実施中


